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（ςχϡΞ・τϥοΫ）環境ඍੜֶ研究室
https://bsw�.naist.jp/ssk-Zoshida/
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ಛ准教授：٢ా　তհ ssk-Zoshida@bs.naist.jp

研究内容
　ඍੜ্ٿͷ͋ΒΏΔڥʹੜଉ͓ͯ͠Γɺڥٿͷ߃ৗੑҡ࣋ʹਂؔ͘
༩͍ͯ͠· ɻͨ͢ͱ͑ɺͪͨࢲࣗવքͰੜղ͞Εͳ͍ͱ͑ߟΒΕ͍ͯͨϓϥ
ενοΫΛղɾँ͢ΔەࡉΛͯ͠ڀݚ ͍·͕͢ɺͳͥඍੜ͜ͷΑ͏ͳಛघͳ
ྗΛͪ࣋ɺ·ͨͦΕΛͨͬࢸʹͭ࣋ͷͰ͠ΐ͏͔ʁ ڥඍੜֶࣨڀݚͰɺඍ
ੜͷ༷ʑͳεέʔϧͷੜମ෦Λڀݚରͱ͠ɺͦͷػΛ明Β͔ʹ͢Δ͜ͱͰ
ඍੜֶͷϑϩϯςΟΞ։拓ʹΜͰ͍· ɻͦ͢ ͯ͠ ɺڥʹ͢ࢿΔٕज़ϦϑΝ
ΠφϦʔٕज़ͳͲͷ։ൃΛ௨͡ ɺͯ࣋ଓՄͳࣾձͷ実ݱΛڀݚͨ͠ࢦΛల։ͯ͠
͍· ɻ͢۩ମతͳڀݚςʔϚͱͯ͠ ɺҎԼΛ͛ڍ· ɻ͢

（̍）1&5ղەࡉͷڀݚɿϓϥενοΫͷ一छͰ͋ΔϙϦΤνϨϯςϨϑλϨʔτ
（1&5）ϖοτϘτϧϙϦΤεςϧણҡͷࡐྉͰ ɻ্͢هͷϓϥενοΫղࡉ
·1&5Λղɾँ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ە ɻ͢͜Ε·ͰʹɺϢχʔΫͳ߬ૉͷൃ͔ݟΒɺ
本5&1͕ەࡉΛӫཆݯͱͯ͠利༻͍ͯ͠Δ͜ͱ͕明Β͔ͱͳΓ·ͨ͠ɻ本ڀݚͰɺ
ήϊϜɺτϥϯεΫϦϓτʔϜͷΑ͏ͳ子ੜֶతͳใΛඥղ͖ɺҨֶతख๏
ੜԽֶతख๏Λ༻͍ͯ1&5ղߏػͷղ明Λͯ͠ࢦ ͍· ɻ͢

（̎）ँֶʹΑΔϓϥενοΫϦϑΝΠφϦʔɿϓϥενοΫੜղ͞Εͳ͍ͨΊɺࣗ વքʹੵ͠ɺ؍ܠੜଶܥΛഁյͯ͠ ͍· ɻ͢
ैདྷͷϦαΠΫϧख๏ɺ大ͳΤωϧΪʔΛফඅ͠ɺܹͳༀࡎΛ༻͢ΔͳͲɺ高ίετɾ高ڥෛՙͱ͍͏͕͋Γ· ɻ͢一ํɺ
1&5ղەࡉ1&5Λղ͠ɺࣗͷΤωϧΪʔࡉ๔ͷߏʹม͢ΔँܥΛͯͬ࣋ ͍· ɻ͢͜ͷँͷൃݟɺഇ͞غΕ
ͨ1&5ͷ༗ޮ利༻ͷՄੑΛ拓͖·ͨ͠ɻ本ڀݚςʔϚͰɺەͷँྗʹண͠ɺ1&5͔Β加Ձͷ高͍Խ合Λੜ͢࢈Δג
ͷҭछΛࢼΈ· ɻ͢

研究設備
　ඍ生物ഓཆ機ث、DNA૿幅ஔ、高ӷ体クロマトάラフィー、ඍྔ分
ޫޫ度ܭ、プϨートリーμー、Իഁࡅஔ、֤種電ؾӭ動ஔ、画૾
解ੳஔなど

研究業・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
主な研究業
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ඍੜをΈるɺしるɺͭ͘る。࣋ଓՄ能なࣾձを目ࢦして。

研究を始めるのに必要な知識・能力
　目લの課題を解決するために必要な知識と能力がԿかを見ۃめ、それらをその度身につけてલ進・成してもらいたいと͑ߟてい
ます。意ཉやへこたれない心は研究生活を楽しんでૹるのに大事です。
　研究室の指導方針
　������݄に開設された新しい研究室です。গਓ数੍でじっくりとࢦಋします。研究テーマは、教員とよくし合ってڵ味をもてる
ものをબんでもらいます。研究を進めるのに必要な知識や技術はミーティンά、セミφーをհして研究室で共有します。それらをもとに
ະ解໌の問題にチϟϨンジしましΐう。教員も学生も常に学ͼ、方性のディスカッションにより研究を進めます。また学会発දや
論จࣥචなど、対֎的に成Ռを発දすることを推します。
　この研究室で身につ͚ΒΕる能力
　ඍ生物の研究を通して、独自の生໋؍がཆΘれます。本研究室では、ඍ生物を構成する߬素などの分子を主にѻいますが、その分
子を通してࡉ๔、それを取りרく環境、そして生໋の進化を論理的に͑ߟます。技術的には、ඍ生物のഓཆや、Ҩ子工学、タンύク
࣭工学、ँ工学、イメージンάなど、さまざまなख法を組み合Θせて研究を進めます。また、新しい研究ख法もੵۃ的に取りೖれま
すので、先かつ広い視野を持つ܇࿅となります。一方で、研究の深さを重要視していますので、͑ߟൈく力、発力が身につきます。
実験、ディスカッション、研究報ࠂを通して、研究力はもちΖん、実行力、จষ力、プϨθンテーション力などීว的な力が身につきます。

修了生の活躍の場
　৯品、化学、製ༀ、化হ品、ञ造などの分野

1&5ղەࡉͷిݦࢠඍڸը૾




